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橋本慢職|松尾建設株式会社顧問
しはじめに
向じ低平地にも色々の型の民家がある.
ここでは中部地方長良川J1日域に分布する
「水屋造りJと称する民家，有明粘土より，
より軟弱なインドネシア，スマトラ島南部
泥炭湿地の民家， rくど造りJによく似てい
るといわれるタイ国の民家について，佐賀
平野の場合と比較することによって，その
土環境と民家の型の問題を考えてみたい.
2.長良)IJIロの畏家「水屋造山と
筑後)1)1ロの畏家「じようご造りJ
岐阜県，愛知県の中間地帯，木
曽JlI，長泉JlI，揖斐川の川口地域.長島町
を中心にした地域に分布する「水屋造りJ
という民家の一形式がある.ここは東梅低
平地といわれる洪水常襲地帯である.高い
堤防で臨まれた「輪中jといわれる所であ
る.堤防が切れたら川や海の水面より低い
ため水没する事になる.従って民家の敷地
はできるだけ高い方が長い事になる.当然
の事ながら敷地を周囲より 1米位上げてあ
り，さらに敷地内の 1部を約 1米位盛土を
してある.そこに小家麗を建てている.こ
の家屋には最小眼の生活必需品を備蓄して，
非常の洪水にそなえている.この形式を「水
と称している.片や同じ低平地洪水常
襲地域であった筑後JlIJ 1口の大野島や大諮
問には「じようご造りjといわれる民家が
ある.このように違った民家形式ができた
のは何故であったか.それは地盤環境の故
であると思われる.別表ωのごとく，前者
は砂地盤であり，後者は軟弱粘土地盤であ
る.r水鹿造り」の場合のように，高さ 2m
近くも盛土する事は，有明粘土地盤の場合，
佐:l{l畏
l!l肉眼
表(A) 表層土粒度分布(%)比較表
粘土 './Jレ卜
佐賀県有明地区 60 34 
H 東与賀 54 33 
柳 JlI 地 区 40 30 
三葉県桑名市 3 5 
1皮 県海津市 7 11.3 
淡林省， a是主義土木試験場，佐賀支場資料
建設省中部地方建設局資料
伊~t司
砂 呼称
6 粘土
]3 粘土
30 粘土
91 砂土
81.4 砂i護土
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f水産造りj三重県桑名郡長島町
fじようご造りj佐焚擦川副町大託間
i康斗造江口{安定氏宅復原平密沼
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fくど造りj佐賀市
A. くど造り 新聞閲
B. くど造り
C. じようご巡り 新聞関
しー「一
A.佐賀線佐賀郡川副町犬ヂ!こ巡 回中作一宅
B.佐賀郡多久間]商多久町森克己宅
c.佐焚郡杓:縁者s白石町福田 鶴田国男宅
軒高比較図
〉匡三重低沼地
口丘陵
~山地
A:パカンパル
B :レンガット
C:ジャンz
D:パレンパン
E :パずン
F :ブンクル
G:タンジaンプ3ラン
図ー1 東南アジア木造住居の構築システム分布図(勝瀬1982) 罰-2 スマトラ島，南部の山地，丘陵，
低湿地の分布図
正密不同沈下をおこす.そこで考案された
のが「くど造りJであり，さらに高水位の
洪水を考え，できるだけ軒高を上げる
をしたのが「じょうど造りJであると考え
る.写真，及図参照.その手法の相違には，
砂地盤と軟弱粘土地盤という条件の違いが
あったと思われる.閑話休題，明治年代日
本に長く滞在し，河川工学に多大の貢献を
したオランダの技術者「デ・レーケ」がい
る.中部では，その労を多として銅像を立
て，これを顕彰している.それに比し，筑
後"1流域では彼の指導したといわれる堤防
(オランダ，ハーグの国立文書館には，サ
イン入りのスケッチがある)が現在も役立
っているが指導箇所が余りにも少なし話
題にもならない.デレーケの出身地は南オ
ランダで砂地盤地帯であり(北部は粘土地
盤)有明粘土は少々苦手で、はなかったので
はなかろうか.
写真(A) スマトラ，スンガイグントウンの
抗上住居
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図-3 島織部東南アジアの低湿地
(Polak(lりの泥炭分布図を引用)。
3 .インドネシアの低平軟弱地における
杭上家屋について
インドネシアの民家研究の中で，東洋大
学，勝瀬義仁教授等のグループは建築学会
に「東南アジアの住居と居住環境に関する
研究J(S. 57. 10月)を発表している.そ
の中に未完と去い乍ら「主架構の地理的分
布図J(圏，1)がある.水上住居ではな
く，海岸線から遠く離れた地域にも杭上形
式の畏家が調査されている.スマトラ
東部及び、ボルネオ島カリマンタン南東部の
(図 1，B型)について，その土
環境からの必然性を考察するものである.
「インドネシアの低湿地J(古川久雄著)に
困問土足 閣制ゾル 図紗縫 間糊祉
関山間関辺世 田火水処
悶;出;0・2沼誕桃山句 麗平沼埠
図-4 沿岸低浪士也の堆積藤序
(スマトラ，パタンパリI!流域)
凶2.3. 4古川久総務fインドネシアの波地時打鋭n智被Mより
よれば，その P-25に「溜j実地開拓の問題と
して，無機質の水田だと仮比重は 1前後だ
が，熱帯泥炭では0.1----0.2である.材料そ
のものが軽い上に充填密度が小さい.スポ
ンジのようなものだから孔際が多い.Jと記
しである.つまり fすけすけJの地盤とい
うことである.瀞岸線からまずマングロー
プにおおわれた低湿地，次に汽水侵入台地，
泥炭被覆台地，そして丘陵地帯という事に
なる. (臨 2----4参照)，そこで冠水地帯で
は，水上住居になり，先ず杭を打って，そ
の上に家屋をのせる構造は，その工法から
当然の事と思われる.問題にしたいのは，
その上流部犯炭覆台地やカリマンタン南東
表-1 パレンパン近郊の 5011physical analyis 
Table 4. Soil physical analysis of Karang Agung Ulu 
Depth Bulk density 
Drainage pores 
Location' (7. voI) (cm) (gg/cc) 
quick slow 
9・15 1.28 17.3 4.8 
PI， L4 37-45 1.25 13.4 4.8 
5-12 1. 06 18.9 4.6 
PIl， C4 63-68 1.19 10.1 5.0 
PIl， Dl 5-12 0.85 7.0 5.7 
7-15 1.03 19.3 4.7 
PIl， H2 37-45 0.90 10.9 6.0 
7-15 0.99 7.5 5.8 
PIl， F2 37-45 0.80 8.4 5.7 
7-12 0.68 31.6 4.7 
PIl， B2 35-40 1.49 6.9 5.4 
9-15 0.84 22.1 5.1 
PV 37-45 1.12 11.5 4.8 
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表-2 手言明粘土の土性指数表 藤林省藤議こと木試験場佐焚支場，宮原音秋氏資料より
絞度分析( %..1
μi 佼j
試料制服粘土:シルト(レキ)土伐土紋子食材七|初ゲ「ド 勺コンシステンシー(%)以将校
0.05111 O.005~ O.ω~ 悶:阿波性殺l世E捌立制服礼
子在分さ (m) 1' 三閥表)比 m (%) キ比以 F0.05聞 2-0ml |(tfn13)i限界限界指数(j則的 X100
(2.01l1l以 t: lいU 山
品~:l'i'J努 PJr
(年度)
干すI列 守司会I列 o 60 
3.5 50 
5.0 37 
7.05 10 
9.0 50 
(31) I 102 
103 
104 
105 
106 11.0 
107 13.0 
108 15.0 
109 18.0 
110 20.0 
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??????
???
?
?
?
「??????
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?
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?
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? ?
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… ，
?
????
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?
?
???
??
? 〈
?
????
?????
????
【? ?
?
?
?
ヮ ヮ?ヮ
79 
74 0.16 1.04 
40 0.15 1.55 
31 0.19 2.52 
55 0.17 1.47 
48 0.22 1. 77 
41 0.23 1.59 
30 0.29 1.83 
111 22.0 35 40 25 } 2.64 71 1. 87 I 1. 57 I 57 37 20 1. 07 
37 1.08 
H 
H 
} 
百万 2.58 128 3.30 I 1.37 
9 } 26.0 107 2.78 I 1.44 
12 } 2.61 99 2.58 1 1.51 
56紗絞ロー ム 2.67 49 1.31 1 1.81 
30 粘土 2.67 76 2.03 1 1.53 
91 43 
83 42 
74 44 
38 
73 36 
一
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South Sumatra 
Table 2. Soil ch巴micalanalysis of soil profiles in Karang Agung U1u， South Sumatm. 
表-3
Texture Dac aturation 
(7.) 
l11atter 
CEC 
Orag 
(7.C) 
pH 
(H20) 
Depth 
(CI11) 
Profile' 
PS-4 
??????
??????12.4 
5.4 
13.3 
16.2 
2.22 
3.37 
5.48 
7.33 
Clay 
?
???????
? ?????
Silc 
? ，??
?
?
，?
??
??
?
?
?
Sandy 
?
????
4.2 
4.3 
3.7 
2.9 
0-14 
14-33 
33-54 
54-80 
?????
?
?
????
11.6 
23.8 
32.7 
21.7 
3.79 
4.64 
10.53 
6.44 
????
????
??
? ?????????
? 、
??
???
????
? ?
??? ?
?
4.2 
3.7 
2.5 
2.7 
0…20 
20-50 
50-80 
80-125 
PS…7 
???
???
??
?
?
?
?
???
45.1 
22.6 
27.5 
18.4 
19“1 
32.5 
21.3 
14.18 
4.29 
3.17 
5.2 
6.95 
6.71 
8.09 
?
?
????????
????????
???
? ?
????
??
?
っ 、
?
『
?
?
???
，?
?
?
っ 、 ?
?
?????
????
?
?
?
4.4 
4.2 
4.2 
3.3 
2.3 
3.2 
3.2 
。-4 
4-22 
22-40 
40-60 
60-80 
80-100 
100-125 
PS-14 
Central Kalimantan 
Table 1. Soil physical and chemical analysis of the Suific 
Kalimantan 1) 
表-4
Tropaquapt， Centml 
IN NH， OAc (pH 4，8) 
Tota! extractable 
N 
Dray I Organic 
extr. P C 
Particie size analysis 
EC Clay 
.002 
silt 
.05-.002 
Depth Fine sand 
2-.0.5 Fe S04 
mg/100g 
44.0 
34.5 
32.5 
20.5 
28.5 
…%一一
0.18 
0.12 
0.05 
0.05 
0.11 
防や叩ω-pc七
0.18 
0.07 
0.04 
0.19 
0.25 
3.30 
0.89 
1.58 
2.55 
"I11S/ cm -"ppm 
0.240 10.7 
0.300 7.1 
0.210 2.2 
0.210 5.3 
1.000 5.3 
一一一一-pct211111'一一…… m
66.37 
60.65 
67.43 
68.37 
33.41 
31.14 
32.34 
31.39 
0.22 
0.21 
0.23 
0.24 
cm-匂匂
4-0 
0…11 
11…41 
41-74 
74-106 
Al 
H?O Satura-
FreshιKCL Air dried H~~ t10n 
? ???
Extr 
Al 
???
??
??
?? ?
?
Extr. 
acid 
Extractable bases 
D日pth
Sum 
40.21 
17.92 32.93 
15.47 32.52 
17.56 38.85 
15.62 4l.60 
77 .73 
70.19 
54.05 
58.46 
62.42 
2.8 
2.8 
2.8 
3.0 
2.9 
3.3 
3.3 
3.5 
3.6 
3.3 
3.8 
3.8 
3.0 
3.9 
5.6 
X 
??
? ? ?
? ?
? ?
????
?
???
?
???
，?
??? ???
??
?
?
? ?
?
? ?
??
?
?
?
??
??
?
?
?? ?? ? ???
?????
??
? ?
??
??
???? ??
??
，?
??
? ? ?
??
??
? ?
…
????
ゥ?
??
?
?
?
???
??? ?
?
?
?
??
? ?
??
?? ???
，?
???
??
?????
??
? ?
??
?
?
?
…
?
?
?
14.17 
16.09 
15.42 
14.13 
13.67 
Na Mg Ca 
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表-5 有明粘土「佐焚県の地盤特性基礎J(佐大，三滞智彦，岩尾雄四郎)
有明粘土の工学的性質
工 学 がj f生 質J 範 閤
土粒子の比重
シルト 2.61-2.76 
粘土 2.56-2.70 
粘土含有援(%)
西岸 25.4-78.4 
東岸，北岸 11.4-63.4 
シル ト 27.9-97.3 
液性限界 上層粘土 60.1-138.7 
下層粘土 53.5-111.7 
シ ノレ ト 24.0-50.。
裂性限界 上隠粘土 30.5-59.1 
下穏粘土 28.0-51.2 
自然含水比 50-200 
自然関線比 1.0-5.0 
体積圧縮係数(cm'/kg1 ) 10…場 1.5一本
圧密係数(ぱ/d) 3.5X10'-1.5X10' 
一軸圧縮強度 上層粘土 0.03-0.30 
(kg 1 /cm') 下層粘土 0.30-1.00 
破壊時の軸ひず、み(%) 2.0-4.0 
強度場加率Cv/P 1/3 
鋭 敏 上七 一部の土
多くの土
8以上
16以と
部の低平地の地盤事情がどうであるかと去
うことである.
ここにインドネシア低平地と有明低平地
の地盤因子を表(1~5) により比較すれ
ば，有明粘土の場合よりさらに軽量軟弱か
又は同等位の悪条件である.この南方の住
居家鹿そのものが非常な軽量であると云い
ながら，摩擦杭による杭上構造が生まれた
のは当然の事と去わねばならない(写真参
照).尚インドネシアの諸資料は佐賀大学建
設工学科留学生， Mr LAWALENNA 
SAMANの提供である.謝して附記した
し).
4.低平地タイ国の民家と
佐賀の民家について
タイ閣の民家には佐賀の民家「くど造りJ
や「平行ニ棟造りjに類似のものが多いと
(a)干拓後30年経過した地域
i¥ 
(b)干拓後約1500年経過した地域
いわれる.写真及図(A)参照.タイ国はその
中央を大河チャトプラヤJlIが流れ，周辺に
広大な沖積平野を形成している.しかも北
のチェンマイは勿論，チェンライ，閤境の
チェンセンにまで，沖積平野が分布してい
る.留(B)参照.そこでわ 3の資料によっ
てその地質環境を，佐賀平野のそれと比較
して見れば表(A)の如く，非常に類似してい
ることがわかる.かつて筆者は有明瀧周辺
の佐賀県，福岡県，及び熊本県の沖積層平
野に分布する民家「くど造り」の発生要因
の第一に，有明粘土の超軟弱性を挙げた.
ここでまた，軟弱で有名な「パンコックク
レイJの土性を見るときに，このタイ閤の
低平地稲作地域の民家が有明粘土分布地域
のそれと棺似た形になったのは当然の事と
いわねばならない.屋根の形がコの字型に
なったり，二棟型になれば雨漏りの弱点を
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災対二機づ"
X孫
oタイ北約カレ/枚民掠
タイ版式にと金滋注れたもの
うンプー 〆探 スノホン村
"'子3ま芳bこi気づ〈う
組 タイ北部 ランナー・タイ町民族
チェンセンヰヒ方(ゴー ルデン・トラ
イアングJレ)
図(A) タイ北部の民家「アジアの民室長J() Il.k'j;宙次務)より
チェンマイの住宅 パンコックの二棟造り
{左翼のくど造り 佐賀の二棟造り
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佐賀大学，ベンジャミン・ブエンスセソ助教授提供
佐賀大学，荒木宏之助教授提供
佐焚大学，三三浦鷲彦教授，器廃ま世間郎教授苓
「佐賀県の地機特性と慈揺をよりj
図(8) タイ沖積平野図
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チヱンマイ粘土との一軸圧縮強度比較表
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手言明粘土とパンコック，表(A)
伴う事になるが，先づは不同沈下や圧密沈
下を防ぐ事を第一に考えた「型Jになった
と思われる.農民と工人の数百年の工夫の
結晶である.
5.オランダの民家「ストルプjと
佐賀の民家 r<ど造りj
ヨ…ロッパの低平地オラン夕、に「ストノレ
プ型Jという民家がある.主として
NOLD. HOLANDA 地方に分布する.これ
を有明海沿岸地方に分布する民家「くど造
り」と比較したい.先ず地盤であるが，こ
の北オランダには，古くスカンジナピア地
方からの氷河にのって運ばれたと言われる
粘土の地域がある.その上部は「ピートj
によって覆われた軟弱地撤帯である.さら
にそこに17'"'-"18世紀に干拓された地域が多
く分布している.これは有明粘土地域と類
似した軟弱地盤帯である.さて，この地方
を旅行すればピラミット型の屋根の比較的
小型の民家が自に付く.iストノレプ型Jと
われる民家である.その敷地造成は「テル
プJと言われる古来からの盛土工法による.
「テノレプJには集落全部を盛土した大型の
ものから，個々の家ごとの小型のものまで
ある.大型のものは北オランダ地方に多い.
この場合は小型テルプである.しかもこの
土は iBITTERAARDEJと言われ，江戸
の関学者宇田}I格躍によって「舎密開宗J
に f苦土Jと意訳されている地質である.
ちなみに fくど造り」の呼称の由来は明ら
かではない.興味を持たれる点である.さ
て「くど造り」の敷地造成は，周囲の土を
掘上げO.7m位盛土し 2'"'-"3年放置するこ
とによって，この海成土壌の持っている化
学性を利用し盟結化している.又，オラン
夕、の農家は一般には大型のものが多いが，
この場合は小型のものが多い. (写真参賠)
住居の平面は図(必のごとく不等沈下等に有
利な「スクエア・タイプ」になっている.
写奥A rデルブjといわれる盛土
写真8 rストルプ型民家Jと「くど造り」
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思A fストルブ型民家jのIjl筒臨
つまり fくど造り」の盛土による敷地造成
と家庭平前十形がよく似ているといえる.地
盤や家屋の不等沈下に対応、した合理的な方
法として興味のある点といえる.
6 .おわりに
民家の成立要因には色々のものがある.
自然環境，社会環境，歴史環境等々大変複
雑なものがあると考えられる.ただ民家の
型の基本をなしているその建築構造は地盤
環境をぬきには考えられない.正に「土j
が基本である.
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